草津市内の大手フードチェーン店の学生の利用状況

①立命館大学が存在する草津市は大学都市であると言え、多くの外食チェーン店が草津市内にはある。
自炊をしない学生は多くおり、自炊をしない学生は食事の多くをこれらの外食店でこなすので、多くの利益を生む。
この研究は、学生都市である草津市内でよりたくさんの利益を生む飲食店の条件を調べるため、より多くの学生に好まれる食とは何かを明らかにする。

②急遽テーマを変更したので、まだ既往研究が調べられていません。


③より多くの学生が好む飲食店の条件を調べるため、草津市内のフードチェーン店数店舗（５～８）をあげ、
それらの長所、短所や、味、雰囲気などの条件をとりあげたアンケートを学生に配り、それの結果から調べる。
男性と女性で味の恰好が違う場合が多いので、男性枠と女性枠を別々に設け調べる。

④分析方法に関しては、まだ調査不足で決めかねます。

⑤仮説では学生が好む食は、値段が安く、量が多い店が好まれるのではと考えられる。また、大人数で
集まれる店か、喫煙席は存在するのか、そういった理由でも学生の好みは分かれていくと考えられる。
